
発行所／愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会
　　　　〒790-0001 松山市一番町4丁目1番地2
　　　　ＴＥＬ  089-941-7598（代表）
　　　　ＦＡＸ  089-945-1318

町会報 ２０１３

２
Vol.47

愛媛県町村会第66回定期総会   ………………………………………… ２
新町長紹介  ………………………………………………………………………… ２
町村会・議長会定期総会にかかる合同式典   ……………………… ３
愛媛県町村議会議長会第64回定期総会  …………………………… ４
新議長紹介  ………………………………………………………………………… ４
随想　山下和彦伊方町長  …………………………………………………… ５
愛媛県市町総合事務組合議会定例会  ………………………………… ６
町からのお知らせ  ……………………………………………………………… ７
一　筆  ………………………………………………………………………………… ８
2月の行事   ………………………………………………………………………… ８
編集後記   …………………………………………………………………………… ８

Contents
　三崎地区の秋祭りは、県内でも珍しい「ね
り」が行われています。東組と西組に分かれ、
東組の牛鬼と西組の四ツ太鼓が三崎港前の広
場で対決します。
　牛鬼は竹を格子状に組んで足場を作り、首も
尾も外した長い胴体を長い棒を使って空高く
立ち上げます。対して四ツ太鼓は前方に長く伸
びた担ぎ棒をバランスを取りながら垂直近く
まで立ち上げます。それら同士を互いに競い合
わせ、そろって一気に倒れる様は大変迫力があ
り、この時上に重なった方が勝ちとされます。
　これを何回か繰り返し行って東組が勝てば
大漁、西組が勝てば五穀豊穣になると伝えられ
ています。

伊方町﹁三崎の秋祭り（10月８～９日）﹂



　平成25年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 47 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
66
回
定
期
総
会

を
2
月
22
日
午
後
3
時
30
分
か
ら
、「
松

山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
開
催
。
県

下
9
町
の
町
長
並
び
に
、
副
町
長
、
総
務

課
長
及
び
全
国
町
村
会
長
（
長
江
全
国
町

村
会
事
務
局
次
長
代
理
出
席
）
の
出
席
を

得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
阪

本
監
事
（
松
野
町
長
）
が
述
べ
、
続
い
て

白
石
会
長
（
松
前
町
長
）
か
ら
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
長
江
次
長
が
全
国
町
村
会
長

か
ら
の
挨
拶
を
代
読
し
た
後
に
議
事
に

入
っ
た
。

　

ま
ず
、
規
約
の
定
め
に
よ
り
白
石
会
長

が
議
長
席
に
着
い
て
、
次
の
と
お
り
議
事

を
進
行
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

⑵　

報
告
第
2
号　

平
成
24
年
度
本
会
補

正
予
算
（
第
1
号
）

　
　

そ
れ
ぞ
れ
、
異
議
な
く
了
承

⑶　

認
定
第
1
号　

平
成
23
年
度
本
会
歳

入
歳
出
決
算

　
　

阪
本
監
事
（
松
野
町
長
）
か
ら
監
査

第
66
回
定
期
総
会

副
会
長
に 

稲
本
内
子
町
長
を
選
ぶ

愛
媛
県
町
村
会
　

報
告
が
あ
り
、
異
議
な
く
認
定
。

⑷　

議
案
第
1
号　

本
会
事
業
計
画

⑸　

議
案
第
2
号　

平
成
25
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑹　

議
案
第
3
号　

平
成
25
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

⑺　

平
成
25
年
度
本
会
特
別
会
計
予
算

　
　

以
上
の
4
議
案
を
一
括
上
程
し
、
事

務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な
く
、

議
決
さ
れ
た
。

⑻　

選
挙
第
1
号　

副
会
長
の
補
欠
選
挙

　
　

稲
本
隆
壽
内
子
町
長
を
選
出
し
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、最
後
に「
閉
会

の
こ
と
ば
」
を
稲
本
副
会
長
が
述
べ
、
閉

会
し
た
。（
閉
会
時
刻
16
時
10
分
）

開会のことばを述べる阪本監事（松野町長）

稲本副会長（内子町長）

　

新
町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
砥
部
町
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
1
月
27
日
投
票
の
結
果
、

新
人
の
佐
川
秀
紀
氏
が
当
選
さ
れ
た
。

　

砥
部
町
長

　
　
　
佐さ

　
川が

わ

　
秀ひ

で

　
紀き

　
氏



　（3）　平成25年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 47 号　

町村会・議長会 定期総会にかかる合同式典 次第

	 と　き　平成25年₂月22日㈮　16時30分　　　
	 　ところ　松山全日空ホテル「ダイヤモンド」　

₁．開　　会
₂．あいさつ　　白石愛媛県町村会長
₃．祝　　辞　　愛媛県知事
　　　　　　　　愛媛県議会議長
₄．来賓紹介
₅．閉　　会　　林愛媛県町村議会議長会長

岡田愛媛県議会議長 中村愛媛県知事 白石愛媛県町村会長

定期総会にかかる合同式典を開催
愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会　

　

愛
媛
県
町
村
会
と
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
2
月

22
日
㈮
開
催
の
定
期
総
会
終
了
後
、
午
後
4
時
30
分
か
ら

「
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
で
合
同
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

合
同
式
典
は
、
各
町
か
ら
町
長
及
び
副

町
長
ま
た
は
総
務
課
長
が
、
ま
た
町
議
会

か
ら
は
議
長
及
び
議
会
事
務
局
長
が
出
席

の
下
に
開
催
さ
れ
、
は
じ
め
に
白
石
県
町

村
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
を
述
べ
た
後
に
来

賓
の
愛
媛
県
知
事（
三
好
管
理
局
長
代
読
）

及
び
岡
田
愛
媛
県
議
会
議
長
か
ら
懇
篤
な

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
全
国

町
村
会
の
長
江
次
長
か
ら
、
最
近
の
国
政

の
動
向
を
め
ぐ
る
講
演
が
あ
っ
て
式
典
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
林
県
町
村
議
会
議
長
会
長
が

閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、
盛
会
裡
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
中
村
愛
媛
県
知
事
に
は
、
諸
般

の
都
合
か
ら
終
了
後
の
意
見
交
換
会
の
席

上
で
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。



　平成25年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 47 号　（4）　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
64
回

定
期
総
会
を
2
月
22
日
午
後
3
時
30
分
か

ら
「
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
で
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
県
下
9
町
の
議
長
・
議
会
事

務
局
長
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
松

浦
監
事
（
鬼
北
町
議
長
）
が
述
べ
た
。
続

い
て
林
会
長
（
内
子
町
議
長
）
か
ら
開
会

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
松
野
町
議

会
や
自
治
功
労
者
ら
受
賞
者
の
方
々
に
対

し
て
表
彰
状
の
伝
達
及
び
感
謝
状
の
贈
呈

第
64
回
定
期
総
会
を
開
く

25
年
度
予
算・事
業
計
画
を
決
定
！

県
町
村
議
会
議
長
会
　

務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な
く
、

議
決
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、最
後
に「
閉
会

の
こ
と
ば
」
を
松
澤
副
会
長
が
述
べ
、
閉

会
し
た
。

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

北
宇
和
郡
松
野
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

・
議
員
15
年
以
上
在
職
者

　

松　

野　

町　

議
長　
　

関
本　

良
夫

　

愛　

南　

町　

議
員　
　

飯
田　

利
久

㊟ 

表
彰
の
基
準
日
は
平
成
25
年
1
月
31
日
現
在
。

等
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
本
会
規
約
の
定
め
に
よ
り
林

会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、「
議
事
」
に

入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、会
議
録
署
名
人
に
土
居
上
島

町
議
長
及
び
関
本
松
野
町
議
長
を
指
名
し

た
後
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

一
同
了
承

⑵　

報
告
第
2
号　

平
成
23
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
決

算

　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
。

⑶　

報
告
第
3
号　

平
成
25
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
特
別
会
計
予
算

　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
報
告
し
、

一
同
了
承
。

⑷　

認
定
第
1
号　

平
成
23
年
度
本
会
一

般
会
計
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
よ
り
説
明
が

あ
り
、
一
同
異
議
な
く
認
定
さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
1
号　

平
成
25
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画

⑹　

議
案
第
2
号　

平
成
25
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
会
費
の
分
賦
方
法

⑺　

議
案
第
3
号　

平
成
25
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　
　

以
上
の
3
議
案
を
一
括
上
程
し
、
事

　開会のことば
 松浦監事（鬼北町議長）　

　閉会のことば
 松澤副会長（伊方町議長）　

優良議会表彰　関本松野町議長

議長　林会長（内子町議長）

　

新
議
長
紹
介

　

2
月
6
日
の
砥
部
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

山
口
元
之
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

砥
部
町
議
会
議
長

　
　
山や

ま

　
口ぐ

ち

　
元も

と

　
之ゆ

き

　
氏



　（5）　平成25年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 47 号　

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
2
年
の
歳

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
被
災
地
の
状
況

か
ら
は
、
復
旧
・
復
興
に
は
程
遠
い
印
象

で
す
が
、
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
一
日
も
早

く
、
安
心
し
て
平
穏
な
暮
ら
し
が
戻
る
よ

う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
が
町
長
に
就
任
し
て
間
も
な

い
頃
、
国
土
交
通
省
が
主
催
す
る
四
国
防

災
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
師
の
話
に
「
東
南

海
・
南
海
地
震
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
発
生

す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
明
日
か
も
知
れ

な
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
が
、
講
師
の

強
い
口
調
に
、
私
は
『
確
か
に
そ
う
だ
。

大
き
な
地
震
に
対
す
る
備
え
は
今
の
う

ち
に
や
ら
な
け
れ
ば
取
り
返
し
が
つ
か

な
く
な
る
』
と
強
く
感
じ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
後
、
私
は
、
直
ち
に
町
内
に
お
け

る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
図
り
、
あ
わ

せ
て
防
災
資
機
材
の
配
備
や
、
非
常
食
な

ど
備
蓄
品
の
購
入
な
ど
、
必
要
と
な
る
対

策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

一
方
、
原
子
力
発
電
所
立
地
自
治
体
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
長
年
、
原
子
力
防
災
訓

練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
も
あ

り
、
他
の
市
町
に
比
べ
防
災
対
策
は
整
っ

て
い
る
と
の
安
易
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
23
年
3
月
11
日

午
後
、
東
北
地
方
で
巨
大
地
震
と
大
津
波

が
発
生
し
、
そ
の
映
像
が
私
の
目
に
飛
び

込
ん
で
来
ま
し
た
が
、
私
が
脳
裏
に
思
い

こ
ん
で
い
た
津
波
の
姿
と
、
実
際
の
被
災

地
の
現
実
に
、
直
ち
に
理
解
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

海
岸
沿
い
の
堤
防
を
乗
り
越
え
て
寄
せ

る
津
波
の
高
さ
、
全
て
の
も
の
を
押
し
流

し
て
い
く
威
力
、
次
々
と
車
や
家
屋
を
飲

み
込
み
な
が
ら
伸
び
て
い
く

姿
な
ど
、
そ
れ
ま
で
想
像
し

て
い
た
津
波
と
は
全
く
違

い
、
自
然
の
力
と
は
思
え
ず

に
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
な

印
象
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
津
波
は
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
の
機
能

さ
え
も
奪
い
、
そ
の
結
果
、

地
震
に
よ
り
緊
急
停
止
し
た

原
子
炉
の
冷
却
機
能
を
喪
失

さ
せ
、
そ
れ
ま
で
は
絶
対
に

起
こ
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
き

た
放
射
能
事
故
を
も
起
こ
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
震
災
と
原
発
事
故

に
伴
い
、
今
も
な
お
被
災
地

随想随想随想

﹁
東
日
本
大
震
災
﹂か
ら
の
教
訓

 

伊
方
町
長　

山
　
下
　
和
　
彦
　

の
皆
さ
ん
は
住
み
慣
れ
た
ふ
る
さ
と
を
離

れ
た
避
難
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
被

災
地
に
お
い
て
地
震
や
津
波
に
備
え
て
い

な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て

が
想
定
外
と
い
う
大
災
害
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
教
訓
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
震
災
の
教
訓
に
よ
り

こ
れ
ま
で
の
認
識
を
改
め
、
一
人
の
犠
牲

者
も
出
さ
な
い
と
の
強
い
気
持
ち
で
、
減

災
・
防
災
の
取
り
組
み
を
急
ぎ
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
日
は
、
明
日
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
。

避 難 訓 練



　平成25年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 47 号　（6）　

	

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
（
組
合
長
・

白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
2
月
28
日
㈭

午
前
10
時
30
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」

に
お
い
て
平
成
25
年
第
1
回
定
例
会
を
開

催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
白
石
組
合
長
・
三
好
西
予

市
長
・
髙
野
久
万
高
原
町
長
・
髙
須
賀
東

温
市
長
・
阪
本
松
野
町
長
・
安
井
東
温
市

議
会
議
長
・
林
内
子
町
議
会
議
長
の
各
議

員
及
び
監
査
委
員
の
清
水
愛
南
町
長
。

　

組
合
議
会
は
、
白
石
組
合
長
か
ら
招
集

あ
い
さ
つ
の
後
、
林
議
長
の
議
事
進
行
に

よ
り
、
会
議
録
署
名
議
員
に
髙
須
賀
議
員

及
び
阪
本
議
員
の
両
名
を
指
名
し
、
本
定

例
会
の
会
期
を
本
日
1
日
限
り
と
決
定
。

　

議
事
に
入
り
次
の
各
議
案
に
つ
い
て
審

議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
の

と
お
り
承
認

又
は
了
承
決

定
し
た
。

		

な
お
、
議

案
第
6
号
本

組
合
退
職
手

当
条
例
の
一

部
改
正
に
つ

い
て
は
、
暫

時
休
憩
し
1

月
4
日
開
催

の
議
員
全
員

協
議
会
に
お

い
て
の
申
し

合
わ
せ
事
項
を
再
度
確
認
。
議
会
を
再
開

し
表
決
に
至
っ
た
。

　

ま
た
、
組
合
長
が
平
成
25
年
4
月
25
日

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
組
合
長
の
選
挙

が
お
こ
な
わ
れ
、
選
挙
の
方
法
は
阪
本
議

員
か
ら
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
被

選
挙
人
の
指
名
の
方
法
は
髙
須
賀
議
員
に

お
い
て
指
名
す
る
こ
と
の
動
議
が
提
出
さ

れ
、
動
議
は
可
決
し
、
髙
須
賀
議
員
か
ら

現
組
合
長
の
白
石
勝
也
組
合
長
を
引
き
続

き
組
合
長
と
の
指
名
が
あ
り
、
異
議
な
く

白
石
勝
也
組
合
長
が
選
出
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
副
組
合
長
の
選
任
の
同
意
に

退
職
手
当
条
例
を
一
部
改
正

県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

つ
い
て
追
加
議
案
が
提
案
さ
れ
、
清
水
裕

副
組
合
長
（
大
洲
市
長
）
が
再
任
さ
れ
た
。

議
案
第
1
号

　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
）

議
案
第
2
号

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
3
号

　

愛
媛
県
市
町
議
会
議
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
4
号

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
5
号

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
負
担

金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
6
号

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
退
職
手
当

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
7
号

　

平
成
25
年
度
本
組
合
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

選
挙
第
1
号

　

組
合
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

▽
組
合
長
の
選
出

　
　

組
合
長　

白
石　

勝
也（
松
前
町
長
）

　
（
平
成
25
年
4
月
26
日
～
平
成
27
年
4
月
25
日
）

議
案
第
8
号

　

副
組
合
長
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

▽
副
組
合
長
の
選
任

　
　

副
組
合
長　

清
水　

裕（
大
洲
市
長
）

　
（
平
成
25
年
4
月
26
日
～
平
成
27
年
4
月
25
日
）

平成25年度　愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	負担金 6，290，685 6，522，994 △	232，309

1	退職手当負担金 5，908，000 6，140，000 △	232，000
2	消防負担金 304，757 304，755 2
3	交通災害共済掛金 69，600 69，900 △	300
4	自治会館負担金 8，050 8，050 0
5	公務災害負担金 278 289 △	11

2	使用料 3，600 3，600 0
1	会館使用料 3，600 3，600 0

3	消防基金等支出金 354，941 354，941 0
1	消防基金支出金 354，940 354，940 0
2	議員連合会支出金 1 1 0

4	財産収入 14，623 11，992 2，631
1	財産運用収入 14，623 11，992 2，631

5	繰入金 4，500，003 5，200，003 △	700，000
1	基金繰入金 4，500，003 5，200，003 △	700，000

6	繰越金 307，500 312，900 △	5，400
1	繰越金 307，500 312，900 △	5，400

7	諸収入 56，568 47，410 9，158
1	預金利子 2，650 2，720 △	70
2	団体支出金 48，168 41，113 7，055
3	雑入 5，750 3，577 2，173

歳　　入　　合　　計 11，527，920 12，453，840 △	925，920

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	議会費 255 255 0

1	議会費 255 255 0
2	総務費 97，533 102，234 △	4，701

1	総務管理費 96，979 101，680 △	4，701
2	監査委員費 80 80 0
3	認定委員会費 110 110 0
4	審査会費 364 364 0

3	事業費 6，423，190 7，282，610 △	859，420
1	退職手当事業費 5，726，450 6，586，380 △	859，930
2	消防事業費 642，850 642，850 0
3	交通災害事業費 46，900 46，970 △	70
4	自治会館事業費 6，430 5，930 500
5	議員公務災害事業費 560 480 80

4	公債費 1 1 0
1	公債費 1 1 0

5	諸支出金 4，991，220 5，054，390 △	63，170
1	基金積立金 4，991，220 5，054，390 △	63，170

6	予備費 15，721 14，350 1，371
1	予備費 15，721 14，350 1，371

歳　　出　　合　　計 11，527，920 12，453，840 △	925，920
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
第
11
回
中
津
さ
く
ら
ま
つ
り
　
4
月
7
日
㈰ 

9
時
～
15
時

◉
平
成
25
年 
い
わ
ぎ
桜
ま
つ
り

◉
法
蓮
寺
し
だ
れ
桜

 

（
久
万
高
原
町 

露
峰
）

　

樹
齢
約
2
3
0
年
の
西
村
大
師
堂

の
し
だ
れ
桜
（
久
万
高
原
町　

中

津
）
の
開
花
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
、

地
元
住
民
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

旧
中
津
小
学
校
か
ら
し
だ
れ
桜
ま

で
の
片
道
約
1
キ
ロ
を
歩
く
「
桜

の
小
道
」
コ
ー
ス
で
は
、
田
畑
の
石

積
み
な
ど
山
里
の
景
観
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
く
ら
餅
、
田
楽
、

ア
マ
ゴ
の
塩
焼
き
な
ど
の
地
元
料
理

や
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

に
よ
る
「
桜
ま
つ
り
ラ
イ
ブ
」、
特

産
品
の
バ
ザ
ー
や
接
待
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

ま
た
、
し
だ
れ
桜
の
見
ご
ろ
に
あ

わ
せ
て
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行

わ
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
3
，0
0
0
本
を
超
え
、
島
民
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
桜
を
町
内
外
の
人
に
見
て

い
た
だ
こ
う
と
、「
積
善
山
三
千
本
桜
で
お
も
て

な
し
」
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

　

4
月
7
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

各
種
団
体
演
技
や
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
や
柑
橘
の
お

接
待
、
桜
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
等
、
4
月
14
日
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
5
団
体

に
よ
る
和
太
鼓
の
競
演
や
マ

ン
ド
リ
ン
演
奏
等
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

期
間
中
は
、
各
種
団
体
の

バ
ザ
ー
や
地
元
特
産
市
場
、

4
月
5
日
か
ら
4
月
20
日
の

間
は
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
行
わ
れ
、
幻
想
的
な
桜
も

楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
山
頂

ま
で
の
3
．6
㎞
の
道
沿
い

に
は
、
桜
が
咲
き
誇
り
、
展

望
台
か
ら
見
渡
す
天
女
の
羽

衣
の
よ
う
な
桜
並
木
と
し
ま

な
み
の
多
島
美
は
絶
景
で
す
。

　

境
内
い
っ
ぱ
い
に
淡
い
ピ
ン
ク
の
桜
を
咲

か
せ
る
し
だ
れ
桜
は
、
樹
齢
約
1
5
0
年
で

す
。
見
ご
ろ
は
例
年
4
月
上
旬
こ
ろ
で
、
夜

間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
幻
想
的
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
開
花
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
開
催
さ
れ
ま

す
。 久

万
高
原
町

上 
島 
町

●イベント情報、開花状況は
　中津大字会ホームページ
　　（http://www.nakatsu-ehime.jp）をご覧ください。
　※3/31㈰～ 4/14㈰の間もバザーやお接待などが行われます。
　［問］久万高原町役場　柳谷支所　☎0892-54-2121

●開花状況は
　久万高原町役場ホームページ
　　（http://www.kumakogen.jp）をご覧ください。

　

●
場
所
／
岩
城
島
積
善
山
周
辺
～
桜
公
園
・
北
広
場

　

●
実
施
時
期
／
４
月
７
日
㈰
～
₁₄
日
㈰

　

▶
桜
ま
つ
り
コ
ー
ラ
ス
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毅
然
な
対
応
こ
そ

　
『
空
か
ら
恐
怖
の
大
王
が
降
り
て
来
る
。』

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
予
言
か
ら
遅
れ
る
こ

と
？
13
年
7
か
月
、
ロ
シ
ア
南
部
に
火
の

玉
（
直
径
17
ｍ
、
推
定
重
さ
1
万
ｔ
の
隕

石
）
が
落
下
、負
傷
者
約
1
5
0
0
人
が
出

た
。
こ
れ
は
宇
宙
の
出
来
事
自
然
そ
の
も

の
で
あ
る
。
被
害
を
被
っ
た
者
に
は
不
謹

慎
で
あ
る
が
、
人
々
に
宇
宙
彼
方
の
ロ
マ

ン
を
少
し
だ
け
感
じ
さ
せ
た
ニ
ュ
ー
ス
で

あ
る
。

　

火
の
玉
の
3
日
前
に
は
、Ｍ
4
・
9
の
人

工
地
震
波
（
北
朝
鮮
の
核
実
験
）
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
食
べ
る
物
を
得
ず
し
て
一
部
飢

餓
に
苦
し
む
人
民
を
背
景
と
し
た
中
で
の

実
行
・
所
業
に
改
め
て
、
驚
異
よ
り
脅
威
を

感
じ
る
。
さ
ら
に
ま
っ
た
く
生
産
性
の
無

い
殺
戮
の
実
験
機
成
功
に
大
歓
声
の
祝
賀

ム
ー
ド
報
道
が
、
奇
奇
に
映
る
…
。

　

次
に
、
わ
が
国
へ
の
微
小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
2
・
5
の
飛
来
は
、
隣
国
か
ら
人
為
的

な
結
果
が
自
然
風
の
流
れ
に
乗
っ
て
や
っ

て
来
る
も
の
で
あ
り
、
何
と
も
や
る
せ
な

い
。
た
だ
こ
れ
も
経
済
大
国
の
な
せ
る
所

行
と
は
云
い
が
た
い
哀
れ
を
感
じ
る
…
。

　

こ
れ
か
ら
わ
が
国
は
、
桜
の
開
花
に
始

ま
る
“
花
見
の
季
節
”。
こ
の
時
季
の
招
か

ざ
る
常
連
客
で
あ
る
黄
砂
と
Ｐ
Ｍ
2
・
5

が
同
伴
で
飛
来
さ
れ
て
は
困
り
も
の
で
あ

る
。
完
全
バ
リ
ア
の
術
も
な
く
、
ア
ニ
メ
に

出
て
く
る
よ
う
な
ゴ
ー
グ
ル
と
強
力
な
超

マ
ス
ク
姿
で
は
、
日
本
古
来
か
ら
の
花
見

も
様
に
な
ら
な
い
。

　

日
本
の
環
境
改
善
・
清
浄
化
技
術
は
、
自

他
と
も
に
認
め
る
先
進
国
で
あ
る
。
日
本

人
の
心
か
ら
し
て
、
解
決
の
た
め
に
協
力

を
惜
し
む
も
の
で
は
な
い
。
ど
う
せ
常
識

外
の
照
射
を
す
る
間
が
あ
る
な
ら
、
自
国

民
の
未
来
に
わ
た
る
健
康
保
全
の
た
め
に

も
照
準
の
的
を
適
正
に
変
換
し
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。

　

皆
が
認
め
、
求
め
る
豊
か
な
国
力
は
、
両

肩
の
金
筋
・
星
を
増
や
す
こ
と
や
軍
力
、
人

口
数
に
あ
ら
ず
、
主
権
者
の
幸
せ
を
基
盤

と
し
た
と
こ
ろ
の
為
政
者
の
正
確
な
判
断

力
を
も
っ
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
日
、
温
暖
化
問
題
な
ど
地
球
規
模
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
が
。
人
為
的
な
核
の

抑
止
は
直
ち
に
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
核

の
無
害
化
に
は
25
万
年
か
か
る
そ
う
だ
。

事
が
起
こ
れ
ば
、
1
国
の
み
勝
ち
残
る
こ

と
は
難
し
く
、
い
や
有
り
え
な
い
…
。

　

さ
て
、
前
述
の
環
境
改
善
・
清
浄
化
技
術

の
提
供
で
あ
る
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
協
力
者

に
恩
を
着
せ
る
よ
う
な
授
受
で
な
く
、
受

け
る
側
は
そ
れ
な
り
に
率
直
か
つ
素
直
に

協
力
体
制
を
描
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方

で
、
上
か
ら
目
線
の
横
暴
な
振
る
舞
い
行

動
に
、
方
や
受
け
取
る
手
を
当
た
り
前
の

よ
う
に
差
し
出
し
て
は
、
人
間
社
会
の
算

式
が
合
わ
な
い
。
図
面
の
引
き
方
が
我
田

引
水
で
あ
っ
て
は
、
終
着
が
寂
し
い
も
の

に
な
る
。

　

今
は
、
い
ろ
ん
な
面
で
わ
が
国
の
“
毅

然
”
と
し
た
対
応
・
行
動
こ
そ
が
、
諸
外
国

か
ら
注
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
相
互

の
利
益
に
繋
が
る
大
き
な
一
手
か
ら
が
決

め
手
と
な
る
。

�

（
Ｔ
）

　
「
間
違
っ
て
い
な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ
を

認
め
が
ら
ぬ
時
、
人
は
常
に
怒
り
だ
す
」

　
　
（
ト
ー
マ
ス
・
ハ
リ
バ
ァ
ー
ト
ン

�

　

英
国
の
文
学
者
）

一

筆

2
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
会
計
監
査

▽
5
日
＝
平
成
25
年
度
保
証
事
業
審
議
会
、

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

▽
6
日
＝
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
評

議
員
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
第
64

回
定
期
総
会
、
記
念
講
演
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
都
道
府
県
会
長
会
ほ
か
関

連
会
議
、
公
務
災
害
連
合
会
総
会

▽
7
日
＝
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
正
副
会

長
会
議

▽
8
日
＝
「
第
9
回
三
浦
保
環
境
賞
」
表

彰
式

▽
13
日
＝
平
成
24
年
度
町
議
会
事
務
局
職

員
研
修
会
（
14
日
ま
で
）

▽
14
日
＝
愛
媛
県
都
市
計
画
審
議
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
献
血
推
進
計
画
策
定
検

討
委
員
会
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事

会
、
自
治
労
連
愛
媛
県
本
部
と
の
交
渉

▽
17
日
＝
内
子
町
消
防
出
初
式

▽
18
日
＝
第
46
回
南
海
放
送
賞
表
彰
式
・

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
、
第
72
回
国
民
体
育

大
会
愛
媛
県
準
備
委
員
会
第
6
回
広

報
・
県
民
運
動
専
門
委
員
会

▽
19
日
＝
愛
媛
県
固
定
資
産
評
価
審
議
会

▽
20
日
＝
愛
媛
県
防
災
会
議

▽
22
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
66
回
定
期
総

会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
64
回

定
期
総
会
、
町
村
会
・
議
長
会
定
期
総

会
に
か
か
る
合
同
式
典

▽
24
日
＝
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ
め
，13

表
彰
・
受
賞
式

▽
25
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
正

副
組
合
長
会
、
愛
媛
県
農
業
会
議
2
月

定
例
常
任
会
議
員
会
議

▽
26
日
＝
平
成
24
年
度
退
職
予
定
者
相
談

会
、
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議

会
会
計
監
査
、
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業

編
集
後
記

　

♪
雪
が
と
け
て
川
に
な
っ
て
流
れ
て
行

き
ま
す　

つ
く
し
の
子
が
恥
ず
か
し
げ
に

　

顔
を
だ
し
ま
す

　

日
ご
と
温
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

♪
も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
ぇ　

ち
ょ
っ
と

気
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か◇

　

桜
の
開
花
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
今
月
号

で
は
、
見
事
に
咲
く
上
島
町
の
岩
城
・
積

善
山
の
桜
と
、
久
万
高
原
町
の
し
だ
れ
桜

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
本
当
に
き
れ
い
で

す
ね
。
教
え
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
は
な
い

け
ど
、
桜
っ
て
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

◇

　

散
る
桜　

の
こ
る
桜
も　

散
る
桜

　

昔
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。

分
か
る
よ
う
な
、
分
か
ら
な
い
よ
う
な
。

翻
訳
す
れ
ば
、
森
羅
万
象
・
万
物
は
み
な

公
平
だ
と
。
お
金
や
地
位
が
あ
ろ
う
が
な

か
ろ
う
が
、
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

心
の
持
ち
よ
う
ひ
と
つ
で
幸
せ
が
あ
る
と

い
っ
た
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
う
ー
ん
、

や
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ん
。◇

　

花
粉
や
黄
砂
が
舞
う
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
な
に
か
対
応
策
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
ご
自
愛
専
一
の
ほ
ど
祈
り
あ
げ
ま
す
。

総
合
協
議
会
会
計
監
査

▽
27
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
定
期
総
会
、

中
央
教
育
審
議
会

▽
28
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
組

合
議
会
定
例
会


